
第２次安城市多文化共生プラン 施策体系
パブリックコメント案 

①日本人や外国人の区別なく、地域であいさつ
や声かけなどが積極的に行われ、お互いを理
解し合おうとしています。 

②外国人市民の暮らしの不安が少なくなって
います。子どもも夢を持って暮らしていま
す。 

③外国人市民に対する日本人市民の不安がな
くなっています。 

④外国人市民も地域で役割を担い、活躍してい
ます。 

＜成果指標＞ 
項目 2017 年度

現状値
 2024 年度

目標値
日本人市民の多文
化共生の理解度 33.7％ 50％ 

地域の行事等に参
加したことのある
外国人市民

55.2％ 60％ 

安城市を住みやす
いと思う外国人市
民

87.4％ 90％ 

外国人生徒の高校
等への進学率 82.5％ 91％ 

多文化共生に関わ
る活動を行う市民
団体

５団体 ８団体 

基本方針 基本施策 主な取組

（１）多文化共生の意味を理解する 

（２）国際理解、国際交流を推進する 

（１）日本語の学習機会を充実する 

（２）学びの機会を多様化させる 

（１）コミュニケーションのきっかけをつくる 

（２）日本人も外国人も気軽に交流できる場をつくる 

（１）多文化共生に意欲や関心のある人材を発掘・育成する

（２）多文化共生活動を活発化する 

（１）市役所から外国人市民に渡す書類等をわかりやすくする

だれもが安心して暮らせる 
「多文化のまち安城」 

（１）出産・子育ての不安を軽減する 

【基本方針４】 
多くの外国人市民に 
伝わる情報伝達 

（２）市役所の窓口における外国人市民対応を工夫して体系化する

（３）外国人市民向けの情報発信を充実する 

（４）施設やまちの案内表示等をわかりやすくする 

（２）子どもの成長や将来の活躍を後押しする 

（３）災害発生時の不安を軽減する 

（４）暮らしの困りごとに対応する 

（１）外国人市民の地域活動への参加を支援する 

（２）地域における外国人市民の人材を活用する 

（３）外国人市民に対する広聴活動を実施する 

【基本方針 6】 
外国人市民が地域で 
活躍できる環境づくり 

【基本方針 7】 
多文化共生に貢献する 
人材の発掘・育成

【基本方針 5】 
外国人市民の暮らしの 

不安軽減 

【基本方針２】 
外国人市民の学習機会の充実 

【基本方針 3】 
日本人市民と外国人市民の 
コミュニケーションの充実

【基本方針１】 
多文化共生に対する 
理解や意識の定着

①多文化共生の意義の周知／②市役所における多文化共生意識の向上／③外国人市
民の現状に関する情報の共有

①外国の文化や習慣に触れる機会の創出／②国際理解・国際交流の講座や体験イベ
ント開催の促進／③姉妹都市等との交流の推進

①日本語教室の開催・運営支援／②子ども日本語教室の開催・運営支援／③学習し
た日本語を使う場の提供／④日本語学習ボランティアの育成やスキルアップ支援

①外国人市民も参加しやすいイベントや各種講座の開催／②外国人市民向け日常生
活講座の実施

①通訳・翻訳ボランティア等の発掘・育成／②状況に合わせたコミュニケーション
ツールの活用と普及／③あいさつ等の簡単な外国語の普及

①交流イベント等の開催の促進／②（仮称）多文化共生サロンの設置検討／③外国
人市民も参加しやすいイベントや各種講座の開催【再掲】

①翻訳・通訳ボランティアの発掘・育成【再掲】／②多文化共生活動に関心のある
人材の発掘・育成

①多文化共生に関わる市民や団体の積極的な情報交換／②（仮称）多文化共生サロ
ンの設置検討【再掲】

①市役所からのお知らせの多言語化、「やさしい日本語」の使用／②書類等の外国
人市民対応方針の作成

①「やさしい日本語」による対応／②コミュニケーションツールの効果的な活用 

①外国人市民向け情報発信ツールの活用／②外国人市民向けパンフレット等の効果
的な配布／③情報集約ポイント（場所等）の設置

①外国人にもわかりやすい案内表示の工夫 

①出産・子育て関係情報の効果的な提供／②子育て施設における外国人市民対応の
充実／③子育てや発達・成長に関する外国人市民の相談対応の充実／④子育て保護
者が集える場の確保 

①日本語適応指導教室の設置・活用／②日本語初期指導教室の充実／③子ども日本
語教室の開催・運営支援【再掲】／④就学前児童に対する言語習得の促進と日本の
学校について学ぶ機会の創出／⑤母語の大切さの共有／⑥特別支援が必要な児童・
生徒への対応／⑦子どもの見守りや居場所の設置、学習支援の促進／⑧外国人の子
どもの進路指導の充実、進学・就職制度等に関する情報の普及

①防災に関する知識の普及／②防災訓練、防災講習会等への参加の促進／③外国人
市民への災害時の情報伝達方法の確立／④災害時に活動できる通訳ボランティアの
発掘／⑤災害時外国人支援情報コーディネーターの活用の検討／⑥外国人市民の防
災活動人材の活用 

①外国人市民が町内会を学ぶ機会づくり／②（仮称）多文化共生サポーターの活用
【再掲】

①外国人市民が地域で活躍できる場づくりの促進／②活躍のロールモデルとなる外
国人市民の紹介

①外国人市民との定期的な意見交換会の開催 

①外国人市民向け生活情報の提供／②外国人市民の相談対応の充実／③外国人市民
の暮らしを見守る体制づくりの促進（（仮称）多文化共生サポーター制度の活用）
／④交通安全・防犯に関する知識の普及／⑤あいち医療通訳システムの周知 

６年後の目標像


